
◆ 主 催 ︓ 現 代 ビ ジ ネ ス
◆ 形 式 ︓ オ ン ラ イ ン セ ミ ナ ー
◆ 開 催 時 期 ︓ 2 0 2 4 年 1 ⽉ 中 旬 ※ 予 定
◆ 想 定 規 模 ︓ 2 0 0 名  ※ 申 込 想 定 数 3 0 0 〜 5 0 0 名 程 度
◆ 協 賛 締 切 ︓ 2 0 2 3 年 1 1 ⽉ 1 0 ⽇ （ ⾦ ） ※ 予 定

◆ 対 象 ︓ ローコード/ノーコード開発ツール、プラットフォームサービス
クラウド型アプリケーションプラットフォーム（webサイト/EC、業務、顧客管理）など

現代ビジネス主催・オンラインセミナー

攻めの経営に⽋かせない 
「ローコード・ノーコード」開発セミナー



経済産業省によるDX推進の規範的企業への調査において、

DXを成功させるにあたって共通する⽅向性としては、「既存ビジネスの効率化・省⼒化」ではなく、
「新規デジタルビジネスの創出」や、既存ビジネスであっても「デジタル技術の導⼊による既存ビジネスの
付加価値向上（個社の強みの明確化・ 再定義）」であり、その結果、全社的な収益向上を達成している。

と報告しています。

不確実性が⾼まる変化の激しい世の中において、業種を問わずDX（デジタルトランスフォーメーション）の実⾏が求められるように
なっており、どの業界においても、急速に変化するビジネス要件に対して、迅速かつ柔軟に対応する必要が⽣じています。
そのような変化の中で、企業間の競争を勝ち抜くためには、アプリケーション開発においても品質や安定性、安全性も踏まえた
スピーディーな⼿法を取り⼊れることは前提であり、そのうえで、ビジネス戦略⽴案・実⾏にこそ重きを置く必要があります。

そこで現代ビジネスでは、競争⼒を⾼め、価値創出を実現するために「ローコード・ノーコード」を活⽤したシステム開発⼿法を
取り⼊れることの重要性をご紹介し、読者に本領域の理解促進、実践まで導くべく本セミナーを開催します。

ぜひ貴社がお持ちのソリューションの特徴を直接読者の皆様にお届けできる本機会をご活⽤ください。 

デジタル競争で勝ち抜くために取り⼊れるべきシステム開発⼿法とは

● 開催趣旨

経済産業省「DXレポート2.2（概要）」令和4年7⽉より
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/covid-19_dgc/pdf/002_05_00.pdf



◆名称︓攻めの経営に⽋かせない 「ローコード・ノーコード」開発セミナー 

◆主催︓現代ビジネス 

◆⽇時︓24年1⽉中旬午後 ※予定 

◆場所︓オンライン 

◆規模︓200名（事前登録300〜500名想定） ※ウェビナー配信

◆参加︓無料 

★ご協賛対象★ 
ローコード/ノーコード開発ツール、プラットフォームサービス
クラウド型アプリケーションプラットフォーム（webサイト/EC、業務、顧客管理）など

● 開催概要



● プログラム予定

時間帯 内容

13︓00〜13︓30 ゲスト講師①

13︓35〜14︓05 協賛講演①

14︓10〜14︓40 協賛講演②

14︓45〜15︓15 協賛講演③

15︓20〜15︓50 協賛講演④

※プログラムは予定です。ご協賛状況によって変更の可能性があります。



● ご協賛プラン

◆ご講演枠1枠（30分）
◆事前申込者リストのご提供（想定300〜500件）
◆ご講演動画の納品（2次利⽤含め、本番終了後からのご使⽤）

特別価格︓2,500,000円（税別、グロス）



● スケジュール予定

◆お申込み締切 ︓23年11⽉10⽇（⾦）
◆告知開始 ︓23年11⽉下旬
◆事前収録 ︓23年12⽉中旬
◆本番 ︓24年1⽉中旬
◆リード提供 ︓本番終了後3営業⽇以内（視聴ログ・アンケートデータ紐づけ）


